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1．モニュメント
1945年、終戦とともに北イタリアではミラノを中心と
してMSAの名称で建築研究会が結成されると、ほぼ時を
同じくして首都ローマではAPAOの名の下に組織建築
協会が発足する。前者は当時権威の中枢を占めていたア
カデミズム思想への反意として、後者はそれまでのイタ
リア的地方主義からの脱皮を新しい技術集団の組み替え
によって再生しようとしたところにねらいｶぎあった。こ
うしてイタ'ナア建築界の戦後再建の幕が切り開かれた。
この新しい波紋はその翌年になると、当時の若手建築家
グルー プで戦前から国際様式(InternationalStyle)に積
極的に取り組んできた北イタリアの建築家グループ
BBPRの理論的旗手E.Rogers(1909～69)の新建築文化
宣言としてあらわれ、専門誌DOMUSを中心にその理論
的基盤が構築され始める。同じ北部地域でも、他方戦前
からCIAM(近代建築国際会議)のイタリア代表のひとり
として活動していたP.Bottoni(1903～73)は1947年ミラ
ノで開催された第8回トリエンナーレを組織し、敗戦下
の社会状況に照らし合わせたテーマ「市民住宅」を提案
するなかで大規模地域開発の必要性を強くアピールした
のであった。その一方、形態に関する理論化への努力の
成果は主に政府機関であるCNR(国立学術研究協議会）
とUSIS(アメリカ文化情報局）の支援の下で1946年戦後
初めての建築ハンドブックがローマを活動の中心とする
MRidolfi(1904～)、B.Zevi(1918～）の努力によって
出版されていった。
こうしたいくつかの基本的な業績の積み重ねと建築界
の再編成を伴って出発したイタリア現代建築再建の歩み
は、はからずも当時の建築界にあって最大のテーマであ
った近代建築運動(ModernMovement)についての解
釈を二分する作品をほぼ時を同じくして生むなかから始
まる結果になったのである。ひとつはM.Fiorentino
(1918～）とG.Perugini(1914～）の2人の建築家に
よって1945～47年にかけてローマ近郊に建てられた
Ardeatine記念堂(1)であり、大戦末期、占領軍として進駐
していたナチスに抵抗し、その犠牲者となったローマ市
民たちを記念するために建立されたものであり、もうひ
とつは北イタリアの主要工業都市ミラノの中心部に位置
する市立記念墓地内に建設されたグループ･BBPRの記念
碑(2)であり、これもまたナチス強制収容所で犠牲になっ
たイタリア人を記念するものでともにモニュメント建築
の類に属するものであった。
この2つの作品を比較するとArdeatine記念聖堂では
建物自体がちょうど犠牲者の生前最後の場所に建設され
ており、その前に立つことによって周囲の穏やかな丘陵
地帯力罰地平まで広がっているのが眺められ、この造形的
な聖堂と自然の共存関係が織り成す世界はいやがうえに
もそこに集う人々の心を浄化する役割を果たしているの
である。
またここでは様式的装飾性が極力抑えられ、造形的に
は極めて単純化された六角形の型をした幾何学的構成に
よって建てられている聖堂には三方の壁面上部の軒の位
置する箇所にそれぞれ帯状の採光のためのスリットが施
されている。したがって盛土による穏やかな芝の緑ｶﾇそ
の高みまで迫り上がっているのｶ罰見える外観からは一種、
重厚な魂を形造っている聖堂自体があたかも丘の上に浮
き上がっているかの印象を与えるのである。それに反し
内部においては天井に見られる素朴なコンクリートの質
感、壁面全体を装飾する花崗岩、床にひかれた土地特有
の赤身を帯びた砂の3つの構成的要素が明かり採りの窓
|/l)Ardeatine聖堂
|/2）内部埋葬室
から入射する自然光とあいまって埋葬室の世界をより荘
厳に機能させるとともに、劇的な緊張空間を和らげる役
割をなしている。また製作図面を見るかぎり、それがた
とえ平面であれあるいは立面であれ、この作品には機能
に順ずる形態の本質的な空間しか表現されていなく、そ
れゆえ光、石、砂などの装飾的要素がより高い精神性を
獲得しうることとなり、全体として極めて象徴的な世界
感を作り上げることに成功している。
ところで、この作品の意味するものを近代建築史の
脈絡の中でとらえてみると自然のもつ法則性ｶ罫立体幾何
学の形態の中に集約されるという点において、1920年代
に北アメリカとオランダの間で相互に影響しあったH.
Richardson(1838～86)とH.Berlage(1856～1934)に
原点を発する思想的交流あるいはF.L.Wright(1869~
1959)とグルー プDeStijiに代表されるオランダ学派との
間にみられる様式に関する交流現象をも想起させてくれ
るのである。それゆえイタリア近代建築の再建がモニュ
メントという特殊なテーマといくつもの物理的制約の下
で出発せざるを得なかったにも拘わらず、近代建築運動
の源泉に立ち戻りそこから再出発したいという確信は一
方で建築家自身の精神を解放することにもなったといえ
るのである。
他方、このArdeatine聖堂とならび類似したテーマと
幾つかの共通した要素をもちながらも様式としての近代
建築運動の捉え方において対極の側に位置するものとし
て、ミラノの建築家グループ。BBPRｶざ1946年実施計画し
たもうひとつのモニュメント記念碑をあげることができ
る。この背景となる記念墓地はもともと18世紀後半期の
ナショナリズムの台頭とともに1860年から1897年の間に
施行された市街地整備計画の副産物として建設されたも
のであり、そこで展開された建築様式はおもに当時ヨー
ロッパにあって都市文化の主流を占めていた折衷主義思
潮によって全体構成がなされていた。したがって周囲の
環境がエクレテイクな装飾性の強い宗教彫刻碑であり、
そのうえ墓地全体が歴史的に古い都市景観の中に位置づ
けられている状況は先のローマにおける場合には見られ
ない都市文化の伝統力ざ建築の形態を決定する要素として
この場合現れていた。
それはまた様式としての近代建築運動の終始一貫した
歴史的課題でもあり、BBPRはこうした問題を戦後の新
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しい社会生活のなかで記念碑のもつ意味を再び問うこと
を通じてひとつの解答を具体的な形で抽出しようと試み
たのである。墓地の入口近くに建てられたこの記念碑は
その礎石台座に十字架をかたどった御影石が使用され、
その上にスチールパイプによる立方体のフレームカ罫ちょ
うど台座から浮き上力罫るような形で配置されていて、記
念碑の機能が合理化された形で表現されているものであ
る。
2）ナチズム犠牲者のための記念碑
そしてこの立方体の壁面次元では面のもつ単調さを打
ち破るために白と黒の色彩構成からなる2つの小さいパ
ネルがそれぞれの面を形造る升目に配置され、立方体全
体の空間構成に動的な符丁をつけている。立方体の枠組
みにスチールパイプを採用したことは歴史的に近代建築
運動の発芽期に当たる1926年、バウハウスにおいて家具専
門の研究開発に専心したM.Breuer(1902～81)による居
住生活への応用を想起させ、他方2色パネルによる新し
い平面構成の手本はかっての新造形主義(Neo-Plas-
ticism)にみられたP.Mondorian(1872～1944)の試み
につながるものである。
このようにしてグループBBPRは記念碑の占める現代
性の課題とその伝統的な係わりの問題を戦前の建築およ
び絵画史のなかに見られる前衛的な実験を再評価するこ
とによっていま一度新しい土壌の上で位置づけようと試
みたのであり、その思想的表現を通じてそこに参加する
人々の魂を昇華させようとしたのである。そしてまた周
囲を取り巻く伝統的な環境から切り離された異質なモニ
ュメントとして存在するがゆえに、この記念碑の意味す
るところは過ぎ去った過去の世界に向けて精神を帰属さ
せるという伝統的な機能から、近代社会が獲得した精神
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